
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 立地適正化計画の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 3 
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つくばみらい市立地適正化計画の方針案について 

まちづくりの方向性（コンパクトプラスネットワークのまちづくり） 都市づくりの理念 

都市づくりの目標 まちづくりの方針と目指すまちの姿 
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◆人口密度（2040 年）について 

１メッシュ（500m×500m）あたりの人口密度が、1 ヘクタール 

あたり何人以上かということを図化したものです。 

赤色：人口密度が高い  緑色：人口密度が低い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口増減率（2015 年→2040 年） 人口密度（2040 年） 

人口減少地区 

○みらい平地区：北西部に 30～40 人/ha とやや人口密度の低い地区以外は，60 人/ha 以上の高密度な地区となって

いる。北西部に医療系施設の徒歩圏カバーされていない地区がある。 

○小絹地区  ：絹の台，西ノ台を除くと人口密度 60 人/ha 以上の地区が多く，人口増加の余地がある。 

人口密度が高くても医療系施設及び商業系施設の徒歩圏カバーされていない地区が多い。 

○谷井田地区：人口減少地区となっている。保育所の徒歩圏としてカバーされていない。 

地区全体が浸水想定されている。 

○伊奈東地区：人口密度は 60 人/ha 以上となっているが、地区内に商業施設が無く，徒歩圏カバーもされていな 

い。地区の半分について保育所の徒歩圏としてカバーされていない。 

■ 市街地別の特徴・課題について 

都市構造の分析にかかる基礎データ（抜粋） 

40～60 人/ha 

30～40 人/ha 

60 人/ha 以上 

60 人/ha 以上 

図の凡例 

◆人口増減率（2015 年→2040 年）について 

１メッシュ（500m×500m）あたりの人口の、2015 年から 2040

年での増減割合を図化したものです。 

赤色：増減率が高い  黄色：増減率同等程度  緑色：増減率が低い 
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土砂災害警戒区域 想定浸水深 防災上危険が想定される地域（2040 年） 

都市構造の分析にかかる基礎データ（抜粋） 
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区域 位置づけ 

居住誘導区域 ・日常生活に必要なサービス機能や一定水準の公共交通サービスを確

保し，将来にわたり本市の居住の柱として，人口を維持する区域 

 都市機能誘導区域 ・鉄道駅に近く，様々な都市機能（商業，業務，居住，医療，福祉，

教育，歴史・文化，観光等）が集積し，都市生活の利便性を確保す

ることで賑わいを高める区域 

 都市拠点 ・住宅地や商業業務地等が集積する本市の顔として，様々な都市機能

を誘導する拠点 

地域交流拠点 ・主要な交通結節点として様々な交流と賑わいを創出する拠点 

一般居住区域＊1 ・日常生活に必要な施設を維持しながらこれまで通りに暮らし続けら

れる区域 

 生活拠点＊1 ・日常生活圏において，既存の商店街などの地域生活を支える拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置づけ 区域設定の考え方 

居住誘導区域 ＜都市計画マスタープランで都市的居住地域（鉄道駅周辺）とするエリア＞ 

・みらい平駅周辺及び伊奈東市街化区域：本市の根幹となる中心市街地とそれに近

接する市街地を基本に設定（市街化区域と同範囲） 

・小絹駅周辺市街化区域：地域の中心地として発展してきた市街地を基本に設定

（市街化区域と同範囲） 

 都市

機能

誘導

区域 

都市拠点 ＜都市計画マスタープランで都市交流拠点とする地区＞ 

・みらい平駅周辺地区：本市の中心地となる地区に設定 

地域交流

拠点 

＜都市計画マスタープランで地域交流拠点とする地区＞ 

・小絹駅周辺地区：国道 294 号及び（都）大山茶畑線沿道に設定 

一般居住区域 ＜都市計画マスタープランで都市的居住地域（鉄道駅周辺以外）とするエリア＞ 

・市街化区域内（福岡工業団地を除く）の居住誘導区域以外の区域を基本に設定 

・谷井田市街化区域に設定 

 生活拠点 ＜都市計画マスタープランで地域生活拠点とする地区＞ 

・谷井田地区の県道取手つくば線沿道地区に設定 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住や都市機能の誘導に関する区域の位置づけは次のとおりとする。 

居住誘導区域や一般居住区域については，住宅や都市機能の誘導又は維持を図る区域であることから，次に

示す災害リスクの高い区域や住宅の建築を制限している区域等は含めないこととする。 

◇居住誘導区域に含めない区域 【 】内は根拠法 

① 市街化調整区域【都市計画法】 

② 工業専用地域，特別用途地区や地区計画で住宅の建築を制限する区域【都市計画法】 

③ 地すべり防止区域【地すべり等防止法】 

④ 急傾斜地崩壊危険区域【急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律】 

⑤ 土砂災害特別警戒区域【土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律】 

⑥ 土砂災害警戒区域【土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律】 

⑦ 浸水想定区域（H27 年基礎調査，参考：国土数値情報）において，2.0ｍ以上の浸水が想定される区域が

大半を占める市街地化区域【水防法】 

 

◇一般居住区域に含めない区域 

○上記「居住誘導区域に含めない区域」に示す①～⑤の区域 

なお，上記に示す区域のほか，都市再生特別措置法や都市計画運用指針において災害リスクが高い地域とし

て示されている区域については，区域の新規指定や見直しが行われた場合，その災害リスク等を総合的に判断

し，居住誘導区域や災害リスクに関する区域指定が解除された場合，安全性を総合的に判断し，誘導区域等へ

の編入を検討するものとする。 

つくばみらい市立地適正化計画における居住誘導区域・都市機能誘導区域等の基本的考え方 

居住誘導区域および都市機能誘導区域等の位置づけ 

＊1 一般居住区域，生活拠点は法的指定の区域ではなく，本市独自の区域として指定 

誘導区域等に含めない区域について 

区域設定の方針 

設定区域（素案イメージ図） 

都市機能誘導区域 

 居住誘導区域，都市機能誘導区域等は，都市計画マスタープランに基づき，次のように設定する。 

一般居住区域 

居住誘導区域 

都市機能誘導区域 

居住誘導区域 


